
※組み立て前に必ず、安全上のご注意 (裏面）をお読みください。

※組み立て前にケース内容を確認してください。

【2001】
間口　約 2.7ｍ

奥行　約 4.84ｍ

高さ　約 2.0ｍ
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Ａ　ケース

B　ケース

C　ケース

Ａ-1

B-1

B-2

B-3

B-4

B-5

B-6

B-7

B-8

B-9

C-1

C-2

C-3

Ａ-2

Ａ-3

Ａ-4

Ａ-5

Ａ-6

Ａ-7

Ａ-8

Ａ-9

Ａ-10

Ａ-11

Ａ-12

Ａ-13

Ａ-14

Ａ-15

Ａ-16

Ａ-17
アーチ用

前面横通し用

前面上横通し用

後面横通し用

後面横通し用

ハウス
パッカー

横通し用

横通し用

前面柱用

扉横用

外ジョイント

T バンド

T バンド

T バンド

フックバンド

フックバンド

パッカー

パッカー

脚用パイプ

掛け金

蝶　番

Wユニバーサル
ジョイント

Wユニバーサル
ジョイント

Wユニバーサル
ジョイント

22.2Φ×

22.2Φ×

19.1Φ×

19.1Φ×

19.1Φ×

19.1Φ×

19Φ用×

19.1Φ×

19.1Φ×

19.1Φ×

19.1Φ×

19.1Φ×

19.1Φ×

22Φ用

25×19

22×19

22×19

19×19

19 用

22 用

19×19

19×19

19×19

19×19

19×22 兼用

25×19

1 号

2 号

( 袋ナット）

（25.4Φ×1８）

146SAｃｍ

160Pｃｍ

160ｃｍ

160ｃｍ

110Sｃｍ

11５ｃｍ

180ｃｍ

160ｃｍ

166Sｃｍ

166SPｃｍ

64ｃｍ

38ｃｍ

75ｃｍ

パイプ

パイプ

パイプ

パイプ①

パイプ②

上パイプ

前面柱用
下パイプ

パイプ

扉縦用
パイプ

パイプ①

パイプ②

14

14

2

2

2

2

2

2

4

2

3 3

3

7

6

6

36

12

6

10

5

1

1

1

1

1

1

12

天幕ビニール

側幕ビニール

扉ビニール

3.7ｍ×8ｍ

1.85ｍ×17ｍ

2.0ｍ×1.0ｍ

必要な工具を準備してください。

穴あけ機や、突き棒など
（地中の穴開け用）

S: パイプ先が細くなっています。 P: パイプ先がプレスしてあります。



平成30年8月改訂版

強風時は天気情報などを参考に、前もってシート・ビニール・ネット等は外し、まとめてロープ等で骨組みに止めてください。シート・ビニール・ネット等をそのままにしておくと、破損
したり、フレームに損傷を与える恐れがあります。台風等で災害が予想される時は、パイプ車庫・パイプ倉庫・ビニールハウス・ゴルフ練習ネット等、固定して設置してある場合でも、シ
ート・ビニール・ネット等を外し、畳んで収納してください。
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南榮工業株式会社



この度は、弊社商品をお買い上げいただき、有難うございます。

本商品の組立作業は、成人2名以上で行ってください。

組立作業に取りかかる前に、部材表と組立説明書を一読いただき

理解度をお深めください。

また、部材表裏面にあります『安全上のご注意』も、お読みください。

①横通しパイプと脚用パイプを準備します。

②脚用パイプを埋め込む準備をします。

③脚用パイプを建てます。

設置予定場所

2.7ｍ
4.
8ｍ

・作業性を

考えて広めに

整地してください。

・ ３本の横通しパイプを、 組み上げます。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×３セット

　×14 本B-3 B-3 　B-2

（　B-3　+　B-3　+　B-2　） B-1

B-1

・ ３本の横通しパイプに、 アーチパイプ取付位置の目印線をマーキングします。

・ 　　　　 脚用パイプに、 埋め込み用印を付けます。

約８０ｃｍ 約８０ｃｍ 約８０ｃｍ 約８０ｃｍ 約８０ｃｍ 約８０ｃｍ

繋ぎ目 繋ぎ目

全ての繋ぎ目を抜けない様につぶしてください
(完成後、風などの揺れで、抜けることがあります。）

30ｃｍの位置

・ 基点を決め、 直角を出します。

・ 基点と基準をもとに、 横通しパイプを、 平行間隔 （2.7ｍ間隔） に置き、
四隅に、 深さ約 30ｃｍの穴を掘ります。

①で作製した横通しパイプを、奥行き方向に設置します。
基点より、４ｍのところに印をとります。
４ｍの印より、間口方向に５ｍの円軌道の線を取ります。

直角点に向かい、2.7ｍを図り基準をつくります。

基点を決めます。（　　）１

基点より、間口方向に３ｍの円軌道の線を取ります。（　　）２

（　　）3

（　　）５

（　　）4 の線の接点が、基点よりの直角点になります。（　　）２ （　　）3

・ 四隅に、　　　　　　脚用パイプを埋め込みます。　B-1

突
き
棒
か

穴
あ
け
機
な
ど

　B-1

３０ｃｍの
埋め込み印線まで。

・ 中間に、　　　　　　脚用パイプを埋め込みます。　B-1

　B-1

　B-1中間の　　脚用パイプは
横通しパイプの外側です。

-1-

※　　脚用パイプを、埋め込んだ後は
横通しパイプを取り除いてください。

（　　）５

（　　）4

（　　）２

（　　）3

4ｍ

３ｍ

5ｍ

間口

奥行

横
通
し
パ
イ
プ
約
4.8ｍ

ハンマーのカドで
抜けない程度つぶします。

裏返して反対側も

つぶします。

2.7mの基準

⑪仕上げ
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・ 　　　　　天幕ビニールを、 後面にしっかり、 引っ張ります。 　C-1
外し、 奥の側幕とともに、 固定します。 　

C-1

・ 　　　　　天幕ビニールの天井部に張りがある状態で、 仮止め真ん中の　　　　　　を　C-1 A-16

・ 　残りの左右の仮止め　　　　　　を外しながら、　　　　　　天幕ビニールのたるみを引き寄せ、 その上から、 奥の　　　　　側幕ビニールとともに固定します。 　A-16 C-1 C-2

・ 　　　　　　　パッカー 22 用で、 12 か所、 各ビニールを追加固定していきます。 　　　　　A-1７ ・ 好みに応じて、 余分なビニールをカットし整えます。 　　　　　

寄せてまとめ、その上から

外します。

天幕ビニールのたるみを引き

外側の仮止めしていた　　をA-16

A-16 で奥面にある側幕ビニー

ルも一緒に固定します。

内側も同様に固定します。

寄せてまとめ、その上から

外します。

天幕ビニールのたるみを引き

外側の仮止めしていた　　をA-16

A-16 で奥面にある側幕ビニー

ルも一緒に固定します。

内側も同様に固定します。

後面 後面

後面

A-1７

反対側も
同様の位置にて
　で固定します。

扉、扉周りは、開閉に邪魔に
ならない程度に

　切り揃えて
　ください。

カットの目安です

約10ｃｍ下あたりが

　横通しパイプ下

　前後左右の

後面

菜園ハウス押さえセット

別売りオプションセット(H2748　H3654共通対応品）風対策、ビニール押さえ補強に。

梱包内容：ラセン杭・番線・ターンバックル・ハウスバンド
＊菜園ハウス左右に番線を張り、ビニールハウス全体をハウスバンドで押さえます。＊

こちらも、
準備しております。

お買い求めは、

本商品をご購入いただきました、

販売店様に、お尋ねください。



⑧　A-13

　A-13 フックバンド　25×19

＊　天井中央部×5ヵ所　＊ 外ジョイントと、横通しパイプの取り付けA-5

④アーチパイプを組立てます。

・ 　　　　　　アーチ用パイプを、　　　　　外ジョイントで組立てていきます。

⑤横通しパイプを取り付けます。

・ 　準備した横通しパイプを各金具 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） で取り付けます。

　A-1 　A-5
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　A-1 　A-1　A-5

　A-1 　A-1

　A-6、 A-9、 A-12、 A-13

　A-5

　A-1
差し込み
ます。

上から押さえ込む様に作業しますと、差し込みを失敗した際に、パイプがハネ上がり

非常に危険ですので、絶対に上から押さえ込まないでください。

＊左右の横通しパイプの取付位置は脚用パイプとアーチ用パイプの繋ぎ目になります。

＊横通しパイプの中央 5 ヵ所の取付け位置は、 パイプ骨組内側になります。

繋ぎ目
パイプの

出
来
上
が
り

（骨組内側からの図）

　A-9 T バンド　22×19 の取り付け方

( ハウスの内側から取り付けます）

の繋ぎ目に取り付けます
アーチパイプと脚用パイプ

1.

蝶ナットを締めます

蝶ナットは、 直角の
位置で止めてください2.

（骨組内側からの図）（骨組内側からの図）

＊　

端
部　
＊

　A-12 A-13＊　各横通しパイプの①でマーキングしたアーチパイプ取付位置に　　　　　　と　　　　　　を使います。*

＊各金具の蝶ナットはすべて、パイプ骨組の内側に向くように取り付けてください *

＊　

端
部　
＊

　A-6

蝶ネジをしっかり締めこみます。

差し込み
ます

5.

横通しパイプ
天
井
の
横
通
し

左右の横通し A-12
A-12

A-12
A-12

A-12A-12
A-12

A-12

A-12
A-12

A-12
A-12

A-12
A-12

A-12
A-12 A-12

A-12
A-12 A-12

A-9

A-9A-9

A-9

A-9A-9

A-9
　A-6　A-6

　A-6
A-13

A-13
A-13

A-13
A-13

A-13
A-13

A-13
A-13

A-13

　A-12 フックバンド　19×22 兼用の取り付け方　　

　A-12

取り付け位置は、 ８０ｃｍ間隔の目印線と、 脚用パイプ、 アーチ用パイプの繋ぎ目になります。

パイプのマーキング部
と、 アーチと脚の繋ぎ目と、 アーチと脚の繋ぎ目

横通し

1. 3.2. 4.

（骨組内側からの図） （骨組内側からの図） （骨組内側からの図）（骨組内側からの図）＊　

中
央
部×

５
ヵ
所　
＊

　A-12 　A-12

　A-12

　A-6

バラして組み込んでいきます。

25 刻印入り

19 刻印入り1.

　A-5

19 刻印と25刻印を交互に組みます。

軽く、

交互
組みます

ネジを留める突起がある

2.

　A-5 　A-6　A-6

　A-6

垂直に立ち上げます。

3.

　A-5

　A-6

19 刻印の輪が
中心にきます

19 刻印を直角にたおします。

4.

A-5

マーキングと曲りの中心を 取付ける方向を、交互に

向けると、強度が増します。
合わせます

⑩天幕ビニールを張ります。

・ 　　　　　天幕ビニールを広げて、 被せます。C-1　 ・ 前面上部に、　　　　　　を追加 (7 か所） して固定していきます。A-16
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・ 　　　　　側幕ビニールで本体を囲うように一周します。 　　　　　　パッカー１９用を２９個使い、 固定、 仮止めを行います。 　　　　　　C-２ A-16

固定

固定

固定
固定

固定

固定

仮止め仮止め仮止め仮止め 仮止め

仮止め
仮止め

仮止め
仮止め

仮止め

仮止め
アーチ間
6か所

仮止め
アーチ間
6か所

仮止め
アーチ間
6か所

仮止め
後面横通しパイプに

５か所

仮止め仮止め 仮止め仮止め 仮止め仮止め仮止め仮止め 仮止め仮止め

後面

ビニール記載の文字が
正しく読める面が、
オモテ（表面）になります。

＊天幕ビニールは、
前後、左右均等に
なるように、調整します。＊

＊天幕ビニールは、
前後、左右均等に
なるように、調整します。＊

引き寄せてまとめ、その

外します。

天幕ビニールのたるみを

A-16仮止めしていた　　を

A-16上から      で奥面にある

側幕ビニールも一緒に

固定します。

引き寄せてまとめ、その

外します。

天幕ビニールのたるみを

A-16仮止めしていた　　を

A-16上から      で奥面にある

側幕ビニールも一緒に

固定します。

C-1A-16 C-2・ 前部中央の、 仮止めしていた 6 個の　　　　　　を外し、　　　　天幕ビニールと、　　　　　側幕ビニールを固定していきます。

しっかり奥まで差し込みます

パイプに、張りがある為
内側へ引き寄せながら
作業してください。



⑥後面の横通しパイプを取り付けます。

⑦前面を組立てます。

・ 　　　　後面横通し用パイプ①と　　　　　　後面横通し用パイプ②を、　　　　　 Ｗユニバーサルジョイントで取り付けます。B-7

B-7

B-８

B-８

A-7

A-7

A-7

・ 　　　　　前面上横通し用パイプを、　　　　　 Ｗユニバーサルジョイントで取り付けます。

・ 　　　　　前面柱用下パイプを、 所定の位置に埋め込み (３０ｃｍ）、 設置します。

・ 　　　　　　前面柱用上パイプと、　　　　　　前面横通し用パイプを取り付ます。

B-4

A-3 A-2

＊　　　　　各金具のボルトはハウス外側から、　　　　＊

蝶ナットはハウス内側から
取り付けます。

＊各金具のボルト、 ナットはしっかり固定してください。＊

B-5

A-7

-3-

1. 2.

3.

A-9 の上に取り付けます。

A-9A-9
A-9

A-9

片側を直角にたおします。

B-7 と　Ｂ-8　　　　　　　　　　　後面横通しパイプを差し込みます。

後面横通しパイプ

同じ高さになります。同じ高さになります

反対側も同様に

取り付けてください。

差し込みます

B-4

A-7A-7

パイプ下まで。
地面から

パイプ下まで。
地面から

168ｃｍ168ｃｍ 168ｃｍ168ｃｍ 168ｃｍ168ｃｍ

160cm
22×1922×19

110Scm 115cm

A-7

A-10

22×19
A-338cmA-338cm A-338cm

A-819×19

A-2
64cm

A-2
64cm 19×19

A-10

A-2

A-７

はA-3とB-5の

は、その髙さから、アーチ用パイプの届く位置にて、
で、これまでと同じように取付ます。

繋ぎ目上で設置する形になります。
A-10

A-2

A-７

はA-3とB-5の

は、その髙さから、アーチ用パイプに届く位置にて、
で、これまでと同じように取り付ます。

繋ぎ目上で設置する形になります。

＊各金具の蝶ナットはすべて、パイプ骨組の内側に向くように取り付けてください　*

＊各金具の蝶ナットはすべて、パイプ骨組の内側に向くように取り付けてください　*

B-5

91ｃｍ

約84ｃｍ
柱用パイプ間

91ｃｍ

突
き
棒
な
ど

穴
あ
け
機
か

166SPcm

B-5
166SPcm166SPcm

30㎝
埋め込む。

アーチパイプ
内側から30㎝の位置に。
脚用パイプ
内側から91㎝の位置に。

扉自体の幅は
約81cmになります。

22Φ22Φ22Φ22Φ 19Φ19Φ

22Φ22Φ

⑨側幕ビニールを張ります。

⑧扉一式を組立てます。

・ 　　　　　扉横用パイプと　　　　　扉縦用パイプを、　　　　　　T バンド ( 袋ナット） で組立てます。 　

・ 組み上げた扉パイプ骨組に　　　　　扉ビニールを張っていきます。 　

・ 本体骨組を　　　　　側幕ビニールで囲うように張っていきます。 固定には、　　　　　　パッカー 19 用を使い、 固定と仮止めをします。

＊仮止めは、 天幕ビニールを張った際に、 再度、 固定するためです。＊　

A-4

C-３

A-4

A-4

B-６ A-11

T バンド ( 袋ナット）
A-11

T バンド ( 袋ナット）
A-11
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お気をつけください

の取り付け方
袋ナットが、

ハウス内側に
なります。

1.

の取り付け位置

を合わせます。

B-６
の端面と、

をしっかり
差し込みます。

2.

75ｃｍA-4

1
6
0
ｃ
ｍ

B
-6

B
-6

1
6
0
ｃ
ｍ

B
-6

A-11A-11

中間位置 77.5ｃｍ

パ
イ

プ
間

1
5
5
ｃ
ｍ

75ｃｍA-4

75ｃｍA-4
A-11

A-11
A-11

A-11A-11

A-11

B-９は、金ノコ、ノコギリ等で切ってください。カッターなどで、無理に切ろうとしますと、非常に危険です。B-９は、外れにくい様に、きつくなっています。

C-２ A-16

B-９は、何回も付け直すと、ビニールが破れる恐れがあります。取り付けは、片側から押さえ込む様に取り付けていきます。

A-15

の上に並ぶ様に、

取り付けます。

A-10

A-15

・ 　扉一式を、 本体に取り付けます。

前面柱用下パイプの届く
位置にて、 取り付けます。
B-5

下部の　　　　　　は、A-15

前面柱用下パイプの届く
位置にて、 取り付けます。
B-5

下部の　　　　　　は、A-15

長めに、 取り付けます。

約 25ｃｍ
　にカット

約
6
5
ｃ
ｍ

　
に

カ
ッ

ト
約

7
5
ｃ
ｍ

　
に

カ
ッ

ト

A-14

約 67ｃｍ　にカットB-９

A-15

A-15

約 67ｃｍ　にカットB-９

B
-９

B-９

約 45ｃｍ
　にカット

B-９

約 50ｃｍ
　にカット

B-９

約 20ｃｍ
　にカット

B-９

B
-９

A-14 は A-11 の
上に取り付けます。

C-3

A-14

扉ビニールを
張った後、
ビニールをはさみ込み

を取り付けます。

A-14
A-11

扉一式を取り付け後、開閉が

スムーズに出来るか確認してください。

金具のボルト、ナットの突起部が

内側になる様に取り付けます。

固定

固定

固定

仮止め仮止め
仮止め

仮止め
仮止め

仮止め
仮止め

仮止め

パッカーの取付け方

片側から押し込んでいきます。

2.

1.

仮止め

固定

取り付け

にくい。

真上からA-16（19φ用　横通しパイプ　前面柱用パイプ）

A-19（22φ用　アーチ用パイプ　脚用パイプ）

※片側だけ押し込んで、反片側が浮いた状態

（取り外しは反対の作業になります）※完全に、はまった状態

ビニール記載の文字が
正しく読める面が、
オモテ（表面）になります。

A-11

C-２
側幕ビニール
C-２
側幕ビニール

張りを持たせながら留めていきます。
を各長さに切りそろえて、 ビニールにB-９



⑥後面の横通しパイプを取り付けます。

⑦前面を組立てます。

・ 　　　　後面横通し用パイプ①と　　　　　　後面横通し用パイプ②を、　　　　　 Ｗユニバーサルジョイントで取り付けます。B-7

B-7

B-８

B-８

A-7

A-7

A-7

・ 　　　　　前面上横通し用パイプを、　　　　　 Ｗユニバーサルジョイントで取り付けます。

・ 　　　　　前面柱用下パイプを、 所定の位置に埋め込み (３０ｃｍ）、 設置します。

・ 　　　　　　前面柱用上パイプと、　　　　　　前面横通し用パイプを取り付ます。

B-4

A-3 A-2

＊　　　　　各金具のボルトはハウス外側から、　　　　＊

蝶ナットはハウス内側から
取り付けます。

＊各金具のボルト、 ナットはしっかり固定してください。＊

B-5

A-7

-3-

1. 2.

3.

A-9 の上に取り付けます。

A-9A-9
A-9

A-9

片側を直角にたおします。

B-7 と　Ｂ-8　　　　　　　　　　　後面横通しパイプを差し込みます。

後面横通しパイプ

同じ高さになります。同じ高さになります

反対側も同様に

取り付けてください。

差し込みます

B-4

A-7A-7

パイプ下まで。
地面から

パイプ下まで。
地面から

168ｃｍ168ｃｍ 168ｃｍ168ｃｍ 168ｃｍ168ｃｍ

160cm
22×1922×19

110Scm 115cm

A-7

A-10

22×19
A-338cmA-338cm A-338cm

A-819×19

A-2
64cm

A-2
64cm 19×19

A-10

A-2

A-７

はA-3とB-5の

は、その髙さから、アーチ用パイプの届く位置にて、
で、これまでと同じように取付ます。

繋ぎ目上で設置する形になります。
A-10

A-2

A-７

はA-3とB-5の

は、その髙さから、アーチ用パイプに届く位置にて、
で、これまでと同じように取り付ます。

繋ぎ目上で設置する形になります。

＊各金具の蝶ナットはすべて、パイプ骨組の内側に向くように取り付けてください　*

＊各金具の蝶ナットはすべて、パイプ骨組の内側に向くように取り付けてください　*

B-5

91ｃｍ

約84ｃｍ
柱用パイプ間

91ｃｍ

突
き
棒
な
ど

穴
あ
け
機
か

166SPcm

B-5
166SPcm166SPcm

30㎝
埋め込む。

アーチパイプ
内側から30㎝の位置に。
脚用パイプ
内側から91㎝の位置に。

扉自体の幅は
約81cmになります。

22Φ22Φ22Φ22Φ 19Φ19Φ

22Φ22Φ

⑨側幕ビニールを張ります。

⑧扉一式を組立てます。

・ 　　　　　扉横用パイプと　　　　　扉縦用パイプを、　　　　　　T バンド ( 袋ナット） で組立てます。 　

・ 組み上げた扉パイプ骨組に　　　　　扉ビニールを張っていきます。 　

・ 本体骨組を　　　　　側幕ビニールで囲うように張っていきます。 固定には、　　　　　　パッカー 19 用を使い、 固定と仮止めをします。

＊仮止めは、 天幕ビニールを張った際に、 再度、 固定するためです。＊　

A-4

C-３

A-4

A-4

B-６ A-11

T バンド ( 袋ナット）
A-11

T バンド ( 袋ナット）
A-11
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お気をつけください

の取り付け方
袋ナットが、

ハウス内側に
なります。

1.

の取り付け位置

を合わせます。

B-６
の端面と、

をしっかり
差し込みます。

2.

75ｃｍA-4

1
6
0
ｃ
ｍ

B
-6

B
-6

1
6
0
ｃ
ｍ

B
-6

A-11A-11

中間位置 77.5ｃｍ

パ
イ

プ
間

1
5
5
ｃ
ｍ

75ｃｍA-4

75ｃｍA-4
A-11

A-11
A-11

A-11A-11

A-11

B-９は、金ノコ、ノコギリ等で切ってください。カッターなどで、無理に切ろうとしますと、非常に危険です。B-９は、外れにくい様に、きつくなっています。

C-２ A-16

B-９は、何回も付け直すと、ビニールが破れる恐れがあります。取り付けは、片側から押さえ込む様に取り付けていきます。

A-15

の上に並ぶ様に、

取り付けます。

A-10

A-15

・ 　扉一式を、 本体に取り付けます。

前面柱用下パイプの届く
位置にて、 取り付けます。
B-5

下部の　　　　　　は、A-15

前面柱用下パイプの届く
位置にて、 取り付けます。
B-5

下部の　　　　　　は、A-15

長めに、 取り付けます。

約 25ｃｍ
　にカット

約
6
5
ｃ
ｍ

　
に

カ
ッ

ト
約

7
5
ｃ
ｍ

　
に

カ
ッ

ト

A-14

約 67ｃｍ　にカットB-９

A-15

A-15

約 67ｃｍ　にカットB-９

B
-９

B-９

約 45ｃｍ
　にカット

B-９

約 50ｃｍ
　にカット

B-９

約 20ｃｍ
　にカット

B-９

B
-９

A-14 は A-11 の
上に取り付けます。

C-3

A-14

扉ビニールを
張った後、
ビニールをはさみ込み

を取り付けます。

A-14
A-11

扉一式を取り付け後、開閉が

スムーズに出来るか確認してください。

金具のボルト、ナットの突起部が

内側になる様に取り付けます。

固定

固定

固定

仮止め仮止め
仮止め

仮止め
仮止め

仮止め
仮止め

仮止め

パッカーの取付け方

片側から押し込んでいきます。

2.

1.

仮止め

固定

取り付け

にくい。

真上からA-16（19φ用　横通しパイプ　前面柱用パイプ）

A-19（22φ用　アーチ用パイプ　脚用パイプ）

※片側だけ押し込んで、反片側が浮いた状態

（取り外しは反対の作業になります）※完全に、はまった状態

ビニール記載の文字が
正しく読める面が、
オモテ（表面）になります。

A-11

C-２
側幕ビニール
C-２
側幕ビニール

張りを持たせながら留めていきます。
を各長さに切りそろえて、 ビニールにB-９



⑧　A-13

　A-13 フックバンド　25×19

＊　天井中央部×5ヵ所　＊ 外ジョイントと、横通しパイプの取り付けA-5

④アーチパイプを組立てます。

・ 　　　　　　アーチ用パイプを、　　　　　外ジョイントで組立てていきます。

⑤横通しパイプを取り付けます。

・ 　準備した横通しパイプを各金具 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） で取り付けます。

　A-1 　A-5

-2-

　A-1 　A-1　A-5

　A-1 　A-1

　A-6、 A-9、 A-12、 A-13

　A-5

　A-1
差し込み
ます。

上から押さえ込む様に作業しますと、差し込みを失敗した際に、パイプがハネ上がり

非常に危険ですので、絶対に上から押さえ込まないでください。

＊左右の横通しパイプの取付位置は脚用パイプとアーチ用パイプの繋ぎ目になります。

＊横通しパイプの中央 5 ヵ所の取付け位置は、 パイプ骨組内側になります。

繋ぎ目
パイプの

出
来
上
が
り

（骨組内側からの図）

　A-9 T バンド　22×19 の取り付け方

( ハウスの内側から取り付けます）

の繋ぎ目に取り付けます
アーチパイプと脚用パイプ

1.

蝶ナットを締めます

蝶ナットは、 直角の
位置で止めてください2.

（骨組内側からの図）（骨組内側からの図）

＊　

端
部　
＊

　A-12 A-13＊　各横通しパイプの①でマーキングしたアーチパイプ取付位置に　　　　　　と　　　　　　を使います。*

＊各金具の蝶ナットはすべて、パイプ骨組の内側に向くように取り付けてください *

＊　

端
部　
＊

　A-6

蝶ネジをしっかり締めこみます。

差し込み
ます

5.

横通しパイプ
天
井
の
横
通
し

左右の横通し A-12
A-12

A-12
A-12

A-12A-12
A-12

A-12

A-12
A-12

A-12
A-12

A-12
A-12

A-12
A-12 A-12

A-12
A-12 A-12

A-9

A-9A-9

A-9

A-9A-9

A-9
　A-6　A-6

　A-6
A-13

A-13
A-13

A-13
A-13

A-13
A-13

A-13
A-13

A-13

　A-12 フックバンド　19×22 兼用の取り付け方　　

　A-12

取り付け位置は、 ８０ｃｍ間隔の目印線と、 脚用パイプ、 アーチ用パイプの繋ぎ目になります。

パイプのマーキング部
と、 アーチと脚の繋ぎ目と、 アーチと脚の繋ぎ目

横通し

1. 3.2. 4.

（骨組内側からの図） （骨組内側からの図） （骨組内側からの図）（骨組内側からの図）＊　

中
央
部×

５
ヵ
所　
＊

　A-12 　A-12

　A-12

　A-6

バラして組み込んでいきます。

25 刻印入り

19 刻印入り1.

　A-5

19 刻印と25刻印を交互に組みます。

軽く、

交互
組みます

ネジを留める突起がある

2.

　A-5 　A-6　A-6

　A-6

垂直に立ち上げます。

3.

　A-5

　A-6

19 刻印の輪が
中心にきます

19 刻印を直角にたおします。

4.

A-5

マーキングと曲りの中心を 取付ける方向を、交互に

向けると、強度が増します。
合わせます

⑩天幕ビニールを張ります。

・ 　　　　　天幕ビニールを広げて、 被せます。C-1　 ・ 前面上部に、　　　　　　を追加 (7 か所） して固定していきます。A-16

-5-

・ 　　　　　側幕ビニールで本体を囲うように一周します。 　　　　　　パッカー１９用を２９個使い、 固定、 仮止めを行います。 　　　　　　C-２ A-16

固定

固定

固定
固定

固定

固定

仮止め仮止め仮止め仮止め 仮止め

仮止め
仮止め

仮止め
仮止め

仮止め

仮止め
アーチ間
6か所

仮止め
アーチ間
6か所

仮止め
アーチ間
6か所

仮止め
後面横通しパイプに

５か所

仮止め仮止め 仮止め仮止め 仮止め仮止め仮止め仮止め 仮止め仮止め

後面

ビニール記載の文字が
正しく読める面が、
オモテ（表面）になります。

＊天幕ビニールは、
前後、左右均等に
なるように、調整します。＊

＊天幕ビニールは、
前後、左右均等に
なるように、調整します。＊

引き寄せてまとめ、その

外します。

天幕ビニールのたるみを

A-16仮止めしていた　　を

A-16上から      で奥面にある

側幕ビニールも一緒に

固定します。

引き寄せてまとめ、その

外します。

天幕ビニールのたるみを

A-16仮止めしていた　　を

A-16上から      で奥面にある

側幕ビニールも一緒に

固定します。

C-1A-16 C-2・ 前部中央の、 仮止めしていた 6 個の　　　　　　を外し、　　　　天幕ビニールと、　　　　　側幕ビニールを固定していきます。

しっかり奥まで差し込みます

パイプに、張りがある為
内側へ引き寄せながら
作業してください。



この度は、弊社商品をお買い上げいただき、有難うございます。

本商品の組立作業は、成人2名以上で行ってください。

組立作業に取りかかる前に、部材表と組立説明書を一読いただき

理解度をお深めください。

また、部材表裏面にあります『安全上のご注意』も、お読みください。

①横通しパイプと脚用パイプを準備します。

②脚用パイプを埋め込む準備をします。

③脚用パイプを建てます。

設置予定場所

2.7ｍ
4.
8ｍ

・作業性を

考えて広めに

整地してください。

・ ３本の横通しパイプを、 組み上げます。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×３セット

　×14 本B-3 B-3 　B-2

（　B-3　+　B-3　+　B-2　） B-1

B-1

・ ３本の横通しパイプに、 アーチパイプ取付位置の目印線をマーキングします。

・ 　　　　 脚用パイプに、 埋め込み用印を付けます。

約８０ｃｍ 約８０ｃｍ 約８０ｃｍ 約８０ｃｍ 約８０ｃｍ 約８０ｃｍ

繋ぎ目 繋ぎ目

全ての繋ぎ目を抜けない様につぶしてください
(完成後、風などの揺れで、抜けることがあります。）

30ｃｍの位置

・ 基点を決め、 直角を出します。

・ 基点と基準をもとに、 横通しパイプを、 平行間隔 （2.7ｍ間隔） に置き、
四隅に、 深さ約 30ｃｍの穴を掘ります。

①で作製した横通しパイプを、奥行き方向に設置します。
基点より、４ｍのところに印をとります。
４ｍの印より、間口方向に５ｍの円軌道の線を取ります。

直角点に向かい、2.7ｍを図り基準をつくります。

基点を決めます。（　　）１

基点より、間口方向に３ｍの円軌道の線を取ります。（　　）２

（　　）3

（　　）５

（　　）4 の線の接点が、基点よりの直角点になります。（　　）２ （　　）3

・ 四隅に、　　　　　　脚用パイプを埋め込みます。　B-1

突
き
棒
か

穴
あ
け
機
な
ど

　B-1

３０ｃｍの
埋め込み印線まで。

・ 中間に、　　　　　　脚用パイプを埋め込みます。　B-1

　B-1

　B-1中間の　　脚用パイプは
横通しパイプの外側です。

-1-

※　　脚用パイプを、埋め込んだ後は
横通しパイプを取り除いてください。

（　　）５

（　　）4

（　　）２

（　　）3

4ｍ

３ｍ

5ｍ

間口

奥行

横
通
し
パ
イ
プ
約
4.8ｍ

ハンマーのカドで
抜けない程度つぶします。

裏返して反対側も

つぶします。

2.7mの基準

⑪仕上げ

-6-

・ 　　　　　天幕ビニールを、 後面にしっかり、 引っ張ります。 　C-1
外し、 奥の側幕とともに、 固定します。 　

C-1

・ 　　　　　天幕ビニールの天井部に張りがある状態で、 仮止め真ん中の　　　　　　を　C-1 A-16

・ 　残りの左右の仮止め　　　　　　を外しながら、　　　　　　天幕ビニールのたるみを引き寄せ、 その上から、 奥の　　　　　側幕ビニールとともに固定します。 　A-16 C-1 C-2

・ 　　　　　　　パッカー 22 用で、 12 か所、 各ビニールを追加固定していきます。 　　　　　A-1７ ・ 好みに応じて、 余分なビニールをカットし整えます。 　　　　　

寄せてまとめ、その上から

外します。

天幕ビニールのたるみを引き

外側の仮止めしていた　　をA-16

A-16 で奥面にある側幕ビニー

ルも一緒に固定します。

内側も同様に固定します。

寄せてまとめ、その上から

外します。

天幕ビニールのたるみを引き

外側の仮止めしていた　　をA-16

A-16 で奥面にある側幕ビニー

ルも一緒に固定します。

内側も同様に固定します。

後面 後面

後面

A-1７

反対側も
同様の位置にて
　で固定します。

扉、扉周りは、開閉に邪魔に
ならない程度に

　切り揃えて
　ください。

カットの目安です

約10ｃｍ下あたりが

　横通しパイプ下

　前後左右の

後面

菜園ハウス押さえセット

別売りオプションセット(H2748　H3654共通対応品）風対策、ビニール押さえ補強に。

梱包内容：ラセン杭・番線・ターンバックル・ハウスバンド
＊菜園ハウス左右に番線を張り、ビニールハウス全体をハウスバンドで押さえます。＊

こちらも、
準備しております。

お買い求めは、

本商品をご購入いただきました、

販売店様に、お尋ねください。
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